
豊前市バス（豊前市）：自家用有償運送による住民の移動手段の確保

異性

地域と交通の状況 【市町村負担の増大】【公共交通の利用者減少】
・ 豊前市は福岡県の東南端に位置し、北側に周防灘に面した平野部、南側に山間地が広がり、東西 7.5km、南

北 14.7km の市域を有する。北側の平野部に中心市街地、南側の山間地では 4つの谷間に集落があり、各集
落と中心市街地を結ぶ路線バスが運行されていたが、利用者が減少する中で豊前市による赤字補填も年々
増大し、路線バスの存続が困難な状況にあった。

活用メニュー（制度・協議会等） 【自治体独自協議会】
・ 平成 10 年に「豊前市地域バス路線対策協議会」を設置して、地域住民のためのバス路線の確保策について

の継続的な協議・検討がなされたが、平成 14 年 1 月 15 日の協議会の答申において、平成 14 年度以降は、
路線バスの維持のための補助金を廃止し、豊前市の自主運行を開始することが提言された。

サービス内容 【スクールバスとの統合】【増便】【運賃の工夫】
・ 従前の路線バスにおけるルートを維持しつつ、豊前市の直営運行

（自家用自動車による有償運送）によりバスを運行している。また、
一部区間はスクールバスとして通学専用の運行を行っている。

・ 便数は、路線バス時代に比べて増加している。
・ 車両は、路線バス時代（定員 50 名前後のバス）に比べて小型化を

図り、中型バス（定員 33 名）1 台、マイクロバス（定員 29 名、ただし
中型バスタイプ）5 台、バン（定員 15 名）3 台を豊前市が所有し（平
成 20 年 3 月現在）、運転手は元バス運転手や元トラック運転手な
どを直接雇用して確保している。

・ 運賃は、路線バス時代と同様に距離制（100 円～600 円）とし、初
乗り運賃を軽減（160 円から 100 円へ）するとともに、全て 100 円
単位とし、車内での釣り銭なし、両替なし、とすることで、利用者に
分かりやすく、かつ車内業務の軽減を図っている。なお、小学生未満は無料、小学生は半額である。

・ 回数券を販売することで実質割引をしている。3,000 円で 100 円券が 35 枚など。

技術 【低環境負荷車両】
・ マイクロバス5台のうちバイオディーゼル車を1台導入し、市の障害者地域生活支援センターにおいて廃油等

から製造したバイオ燃料を購入・使用している。これは、環境面、コスト軽減、障害者勤労支援から実施してい
る。

表．路線別便数
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市独自の協議会による協議調整 【プロセス：体制構築】
・ 平成 10 年に設置された「豊前市地域バス路線対策協議会」のメンバー構成は、市議会議員、各地区住民代

表、商工会議所、老人クラブ連合会、学識経験者、及び豊前市の助役を筆頭に関係課長からなる行政代表、
並びに路線バス事業者である。市の関係課には、財務、福祉、農林水産、学校教育担当課長が参画し、スク
ールバスや福祉関係を含めた地域のバス問題について協議検討がなされた。

バス事業者との調整不調と自主運行の方針決定 【調整：対交通事業者】
・ 上記協議会において、バス事業者からの平成 14年度の赤字補填の要望額 3,200 万円に対して、種々の対応

案を検討・協議したが合意に至らなかったことから、平成 14 年 1月には豊前市単独での自主運行の方向が決
定された。

バス事業者 OB による指導助言 【相談先：有識者】
・ 協議会メンバーの地区代表及び学識経験者はバス事業者経験者であり、良き相談役となった。市バスの自主

運行の検討・立ち上げから、運転手の確保と指導教育など、バス運行の経験がほとんどない市職員による直営
運行の実施にあたって、その役割は極めて大きかったと言える。

創意工夫によるバス停設置 【創意工夫：サービスの工夫】
・ バス停の設置にあたり、歩道が狭い場合には、設置式バス停では歩行者の妨げになることから、道路管理者

（主に福岡県）に指導を受けながらガードパイプに設置、あるいは、民間所有の壁を利用するなど、種々工夫を
行っている。具体的には民家（店など）の壁や弊、金網などに、バス停としての時刻表を貼っている。

・ スクールバスのバス停は、屋根付きのしっかりした構造のバス停が多く、これをうまく利用している。
・ バス停に掲示する時刻表は、市職員が自ら作成した紙製の時刻表を、クリアーファイルのような物に入れて使

用している。

バス運転手の確保と教育の大切さ 【教訓：専門知識の必要性】
・ 市バスの運転手は、運行経費を抑えるためバス事業者 OB などを募集して確保しているが、トラック運転手から

の転向者など、専門知識や経験がない運転手の場合には、例えば乗継ぎがある便の運転にあたって、乗り継
ぎしなければならないバス停での待機がうまくできなかったりすることもあり、雇用後の指導・教育が大切である。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓
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効果 【生活移動手段の確保】【市町村財政負担の軽減】
・ 市バス開始当初の平成 14 年度から平成 16 年度までは利用者数が増えていたが、その後、年々減少傾向に

ある。しかしながら、従前の路線バス時代の路線を増便しつつ維持していることは、住民生活における移動手
段の確保という大きな効果をもたらしていると言える。

・ 市財政負担としても、平成 13 年度
の路線バスの補助が約 1,700 万円
であったのに対して、平成 14 年度
以降の市財政負担（一般会計繰入
金）は、バス購入費を除けば実質、
約 1,200～1,700 万円と軽減され
ている。

効果 【市町村負担】
・ 市の負担額は表のとおり。

表．豊前市バスの収支の推移

 効果と負担

連絡先：豊前市総務課 電話 0979-82-1111

参考 URL：豊前市バス http://www.city.buzen.fukuoka.jp/bus/bus_index.htm

 連絡先、参考 URL 等

項 目
平成

15 年度
平成

16 年度
平成

17 年度
平成

18 年度
平成

19 年度

計 48,531 32,433 30,779 40,840 32,820支
出 うちバス購入費 18,329 0 0 9,937 0

運賃等 18,430 19,207 17,647 16,950 16,051収
入 一般会計繰入金 30,100 13,225 13,132 23,890 16,769

(単位：千円)

出典：豊前市資料より集計



図．豊前市バス事業路線図
出典：豊前市ホームページ

 資料編
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図．豊前市バス利用者数の推移（１日当たり利用者数）
出典：豊前市資料より作成

表．豊前市バス事業収支の推移

出典：豊前市資料

 資料編
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